
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第

三

種

郵

便

物

認

可

省

令

平成™�年�月™œ日 水曜日 (号外第˜›˜号)官 報

第
四
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
第
四
条
第
二
項
第
二
号
イ
」
を
「
第
五
条
第
二
項
第
二
号
ロ
」
に
改
め
、
同
条

第
七
号
中「（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）」を
削
る
。

第
五
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
第
四
条
第
二
項
第
二
号
ロ
」
を
「
第
五
条
第
二
項
第
二
号
ハ
」
に
改
め
る
。

第
六
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
第
四
条
第
二
項
第
二
号
ハ
」
を
「
第
五
条
第
二
項
第
二
号
ニ
」
に
改
め
、
同
条

第
六
号
中
「
第
四
条
第
二
項
第
二
号
イ
又
は
ロ
」
を
「
第
五
条
第
二
項
第
二
号
ロ
又
は
ハ
」
に
改
め
、
同
条
第
七
号

中
「
公
的
介
護
施
設
等
を
整
備
す
る
」
を
「
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
た
め
の
」
に
改
め
る
。

第
七
条
及
び
第
八
条
を
削
る
。

第
九
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
第
十
一
条
第
二
項
第
十
号
」
を
「
第
十
三
条
第
二
項
第
十
号
」
に
改
め
、
同
条

を
第
七
条
と
す
る
。

第
十
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
第
二
十
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
、同
条
第
二
項
中「
第

十
二
条
」
を
「
第
十
四
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
と
す
る
。

第
十
一
条
中
「
第
二
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
三
条
第
一
項
」
に
、「
第
十
一
条
第
一
項
、第
十
三
条
第
一
項
」

を
「
第
十
三
条
第
一
項
、
第
十
五
条
第
一
項
」
に
、「
第
十
五
条
第
二
項
」
を
「
第
十
七
条
第
二
項
」
に
、「
第
十
四
条

第
一
項
」
を
「
第
十
六
条
第
一
項
」
に
、「
第
十
八
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
条
第
二
項
」
に
、「
第
十
五
条
第
一
項
、

第
十
六
条
、
第
十
七
条
、
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
十
九
条
」
を
「
第
十
七
条
第
一
項
、
第
十
八
条
、
第
十
九
条
、

第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
二
十
一
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
九
条
と
す
る
。

（
介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
二
十
六
条
の
十
二
第
一
号
中
「
第
百
二
十
六
条
の
八
」
を
「
第
百
二
十
六
条
の
十
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
十
七
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
こ
の
条
」
の
下
に
「
及
び
附
則
第
三
十
条
」
を
加
え
る
。

附
則
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
介
護
被
保
険
者
の
特
例
）

第
二
十
八
条

特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が
平
成
二
十
七
年
七
月
で
あ
る
法
第
五
十
一
条
の
三

第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
介
護
被
保
険
者
に
係
る
第
八
十
三
条
の
五
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

同
条
中
「
四
月
か
ら
六
月
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
四
月
か
ら
七
月
ま
で
」
と
、「
一
月
か
ら
六
月
ま
で
」
と
あ
る
の

は
「
一
月
か
ら
七
月
ま
で
」
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
六
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
第
一
項
第
三
十
二
号
の
改
正
規
定

は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
政
令
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
第
一
条
第
六
号
の
五
及
び
第
六
号
の
六
並
び
に
第
二
条

第
一
項
第
八
十
三
号
の
二
に
掲
げ
る
物
の
製
造
業
、
輸
入
業
又
は
販
売
業
を
営
ん
で
い
る
者
が
引
き
続
き
行
う
当
該

営
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
六
年
九
月
三
十
日
ま
で
は
、
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
（
次
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い

う
。）第
三
条
、
第
七
条
及
び
第
九
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

３

前
項
に
規
定
す
る
物
で
あ
っ
て
こ
の
政
令
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
六
年
九
月
三

十
日
ま
で
は
、
法
第
十
二
条
第
一
項
（
法
第
二
十
二
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
二
項
の

規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

〇
文
部
科
学
省

厚
生
労
働
省
令
第
二
号

地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成

二
十
六
年
法
律
第
八
十
三
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
社
会
福
祉
士
介
護
福
祉
士
学
校
指
定
規
則
及
び
社
会
福
祉
に

関
す
る
科
目
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
五
日

文
部
科
学
大
臣

下
村

博
文

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

社
会
福
祉
士
介
護
福
祉
士
学
校
指
定
規
則
及
び
社
会
福
祉
に
関
す
る
科
目
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

社
会
福
祉
士
介
護
福
祉
士
学
校
指
定
規
則
及
び
社
会
福
祉
に
関
す
る
科
目
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
平
成
二
十
三
年
文
部
科
学
省

厚
生
労
働
省
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
一
条
中
「
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
」
を
「
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
七
十
一
号

地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成

二
十
六
年
法
律
第
八
十
三
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に

関
す
る
法
律
（
平
成
元
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
四
条
第
二
項
第
二
号
イ
、
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十

三
号
）
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
及
び
第
六
十
一
条
の
三
第
一
項
、
診
療
放
射
線
技
師
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二

百
二
十
六
号
）
第
二
十
六
条
第
二
項
第
二
号
、
介
護
保
険
法
施
行
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
四
号
）
第
十
三
条
第

五
項
並
び
に
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法

律
附
則
第
十
三
条
た
だ
し
書
及
び
第
二
十
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の

総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整

備
等
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
五
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令

（
地
域
に
お
け
る
公
的
介
護
施
設
等
の
計
画
的
な
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

地
域
に
お
け
る
公
的
介
護
施
設
等
の
計
画
的
な
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
元
年
厚
生

省
令
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

第
一
条
の
見
出
し
中
「
第
二
条
第
二
項
」
を
「
第
二
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
中
「
地
域
に
お
け
る
公
的
介
護

施
設
等
の
計
画
的
な
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
を
「
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促

進
に
関
す
る
法
律
」
に
、「
第
二
条
第
二
項
」
を
「
第
二
条
第
三
項
」
に
、「
同
条
第
一
項
」
を
「
同
条
第
二
項
」
に
改

め
る
。

第
二
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
第
二
条
第
三
項
第
三
号
イ
」
を
「
第
二
条
第
四
項
第
三
号
イ
」
に
改
め
る
。

第
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
法
第
四
条
第
二
項
第
二
号
イ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
所
）

第
三
条

法
第
四
条
第
二
項
第
二
号
イ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
所
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
第
二
十
条
の
四
に
規
定
す
る
養
護
老
人
ホ
ー
ム

二

老
人
福
祉
法
第
二
十
条
の
五
に
規
定
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

三

老
人
福
祉
法
第
二
十
条
の
六
に
規
定
す
る
軽
費
老
人
ホ
ー
ム

四

老
人
福
祉
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム

五

前
各
号
に
掲
げ
る
場
所
の
ほ
か
、
医
療
を
受
け
る
者
が
療
養
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
場
所
で
あ
っ
て
、

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
一
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
医
療
提
供
施
設
以
外
の
場
所
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